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横浜青年

８
月
８
日
の
「
平
和
を

祈
る
礼
拝
」
を
終
え
帰

宅
す
る
と
小
学
校
２
年

生
の
孫
娘
が
や
っ
て
き

て
、
私
の
書
斎
の
戦
場

の
写
真
集
を
探
し
出
し

ま
し
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ィ
ッ
ツ
を
訪
ね
た
時
入
手
し
た
「
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
」
と
題
す
る
冊
子
の
表

紙
は
ド
イ
ツ
兵
に
銃
を
突
き
付
け
ら

れ
、
不
安
げ
に
両
手
を
あ
げ
る
ユ
ダ

ヤ
人
の
少
年
と
お
母
さ
ん
、
ガ
ス
室

に
送
ら
れ
る
大
人
や
子
ど
も
の
姿
が

写
り
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
そ
の
残

虐
さ
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
す
▼
も

う
一
冊
は
、
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
さ

ん
の
本
で
、
ロ
ー
マ
法
王
も
ク
リ
ス

マ
ス
・
カ
ー
ド
に
し
た
写
真
が
載
る

長
崎
の
原
爆
で
被
災
し
、
死
ん
だ
弟

を
お
ん
ぶ
し
て
前
方
を
じ
っ
と
見
る

「
焼
き
場
に
立
つ
少
年
」
の
辛
い
気

持
ち
を
孫
は
自
分
の
両
親
や
兄
弟
姉

妹
た
ち
と
重
ね
て
考
え
、
涙
を
み
せ

沈
黙
し
て
し
ま
い
ま
し
た
▼
そ
の

後
、
当
然
私
た
ち
二
人
は
、
ロ
シ
ア

が
攻
め
込
む
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
話

が
移
り
ま
し
た
。
私
が
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
話
す
と
、私
を
制
し
て「
私

に
言
わ
せ
て
」
と
突
然
彼
女
は
机
を

た
た
き
「
プ
ー
チ
ン
は
、
悪
い
こ
と

を
し
て
い
る
よ
、
正
義
を
壊
し
て
い

る
」
と
小
学
校
２
年
生
と
し
て
は
難

し
い
正
義
と
い
う
言
葉
を
強
い
口
調

で
怒
り
を
表
し
た
の
で
す
。
私
は
び

っ
く
り
、
そ
れ
は
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
抵
抗
し
当
時
の
軍
国
主
義
者
た

ち
か
ら
東
大
総
長
の
職
を
追
わ
れ
た

あ
の
矢
内
原
忠
雄
先
生
の
言
葉
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
先
生
は
「
国
家
の

根
本
原
理
は
正
義
で
あ
り
、
正
義
と

は
人
々
が
自
己
の
尊
厳
を
主
張
し
つ

つ
同
時
に
他
者
の
尊
厳
を
擁
護
す
る

こ
と
」
と
著
書
﹃
国
家
の
理
想
﹄
で

著
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
早

く
平
和
を
！

（
準
）

か
る
。
つ
な
が
る
。
よ
く
な
っ
て
い
く
。」
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

で
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
い
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
に
向

け
て
歩
み
を
強
め
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
あ

る
べ
き
社
会
の
中
で
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
期
待

さ
れ
て
い
る
目
標
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０

３
４
の
灯
を
！

Let us ignite for VISION 2034!

　

私
は
、
２
０
１
８
年
チ
ェ
ン
マ
イ
で
開
催
さ

れ
た
第
19
回
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
大
会
に
て
常
務
委

員
に
立
候
補
し
、
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
カ
ル
ロ

ス
・
サ
ン
ビ
ー
総
主
事
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
ペ
ル

ト
ン
会
長
の
下
、
こ
の
４
年
間
を
世
界
１
２
０

カ
国
に
つ
な
が
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
機
関
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
運
動
を
体
感
し
、
と
て
も
有
意
義
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
改
め
て
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
カ
ル
ロ
ス
総
主
事
と
パ
ト
リ

シ
ア
会
長
の
下
、
次
の
８
年
の
指
針
や
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
な
常
務
委
員
会
の
あ
り
方

な
ど
委
員
全
員
で
考
え
議
論
し
た
こ
と
は
、
本

当
に
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回

の
第
20
回
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
大
会
に
お
い
て
無
事

に「
Ｖ
i
ｓ
i
ｏ
ｎ
２
０
３
０
」は
採
択
さ
れ
、

新
常
務
委
員
も
世
代
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
新
会
長
は
、
初
め
て
中
東
地
域
か
ら
女
性

会
長
が
誕
生
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
か

な
り
図
れ
た
新
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
動
向
は
、
ま
ず
こ
の
地
球

環
境
の
保
全
、
そ
し
て
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

経
験
し
た
上
で
私
た
ち
の
誇
れ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

連
帯
意
識
か
ら
育
ま
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
さ
ら
な
る
向
上
、
そ
し
て
包
摂
性
の
豊
か
な

共
生
社
会
の
実
践
に
、
さ
ら
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。「
Ｖ
i
ｓ
i
ｏ
ｎ
２
０
３
０
」
の
採
択

に
よ
り
こ
れ
ら
の
働
き
は
一
層
強
め
ら
れ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
に
関
し

て
大
き
な
指
針
と
な
る
「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ー
私

た
ち
の
使
命
」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

指
針
を
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
会
員
一
人
ひ
と
り
が

実
践
す
る
こ
と
で
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
と
私

た
ち
は
連
動
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
３
４
年
に
創
立
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
創
立
１
５
０
周

年
に
向
け
た
将
来
計
画
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２

０
３
４
」
の
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
「
み
つ

﹁
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
﹂の
灯
を

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議
員　

岡
戸　

良
子

4
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
大
会
」
が
7
月
3
日
か
ら
9
日
に
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ｉ
Ｇ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
」（
点
火
・
喚
起
の
意
）
を
テ
ー
マ
に
デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ー
フ
ス
の

会
場
に
1
千
2
0
0
人
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
合
わ
せ
て
約
2
千
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
横
浜
か

ら
会
場
参
加
の
岡
戸
良
子
さ
ん
か
ら
の
報
告
を
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
関
連
記
事
3
面
）

第20回
世界YMCA
大会報告

　横浜YMCA 国際事業委員会では、7月に
「平和へのメッセージ～未来の子どもたち

のために～」をハイブリッドで開催しました。
スティーブン・リーパーさん（NPO 法人平
和文化村代表理事）を講師に、核廃絶や平
和文化について共に考えました。その後、横
浜YMCAスポーツ専門学校の学生とユース
リーダーが「平和の折り鶴ワークショップ」
を行い、平和のメッ
セージ交換や折り
鶴の折り方を紹介
し共に平和につい
て考えました。

　横浜YMCAでは6月の「世界難民の日」
に合わせてオンラインでグローバルセミナー

「パレスチナ難 民を考える」（主 催 横 浜
YMCA 国際事業委員会）を開催しました。
1988年からパレスチナで取材活動を続け
るジャーナリストの古居みずえさんが現地
の写真や映像を通し、74年にわたる占領
と封鎖されたガザ
地区で暮らす人び
との実態を語り、パ
レスチナ難民の理
解を深めました。

　2021年 2 月の軍事クーデター以来、市民
のいのちや生活が脅かされる状況が続くミャ
ンマーのための特 別祈 祷 会（主 催 横 浜
YMCA 国際事業委員会）が 5 月にオンライ
ンで開催されました。ミャンマー出身の牧
師によるメッセージ、ミャンマーYMCA 同
盟総主事・ロイコーYMCA理事によるお祈り、
避難民支援プロ
ジェクトなど の
紹 介 が 行 わ れ、
共に祈りを捧げ
ました。

平和へのメッセージ～未来の
子どもたちのために～を開催

セミナーでパレスチナ難民の
現状を学び理解深める

市民のいのちと生活守られるよう
ミャンマーへ祈り捧げる

［岡
おか

戸
ど

良
なが

子
こ

氏プロフィール］
横 浜 YMCA 常 議 員。鎌 倉
YMCA 運 営 委 員 長。日 本
YMCA同盟常議員。アジア・
太 平 洋 YMCA 同 盟 理 事。
世 界 YMCA 同 盟 前 常 務 委
員。サムレーン・アプサ
ラ代表。映画「飯舘村の母
ちゃん」制作支援の会代表
などを務め、地域や日本、
世界で平和を創る活動に
取り組んでいる。2022年
5 月に横浜 YMCA 奉仕の書
を受賞。

▲ デンマーク・オーフスにて第20回世界 YMCA 大会に参加された皆さん



横 浜 青 年2022年9月1日 � 第533号（2）

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
対
策
を
講
じ
、
今
夏
も
自
然

の
中
で
仲
間
と
と
も
に
生
活
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
成
長

を
願
う
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
た
。

日
本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
キ
ャ
ン
プ
は
、

１
０
０
年
を
超
え
て
実
施
し
て
い

る
が
、
キ
ャ
ン
プ
実
施
当
初
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
を
通
し

て
豊
か
な
心
を
育
み
、
い
の
ち
を

輝
か
す
こ
と
を
願
い
行
わ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
と
し
て
の
取
り
組
み
を
行
い

な
が
ら
、
８
月
に
行
っ
た
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
体
験
学
習
を
用

い
な
が
ら
価
値
教
育
、
安
全
教
育
、

環
境
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を

取
り
入
れ
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

促
す
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

　

キ
ャ
ン
プ
は
、
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
に
て
、初
級
者
向
け
と
し
て
「
は

じ
め
て
水
遊
び
」（
水
遊
び
・
ク

ラ
フ
ト
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

=

３
歳
児
（
年
少
）
か
ら
小
学

２
年
生
）、「
は
じ
め
て
ア
ウ
ト

ド
ア
」（
火
つ
け
体
験
・
森
林
探
検
・

ク
ラ
フ
ト
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

=

４
歳
児
（
年
中
）
か
ら
小
学

２
年
生
）、
初
・
中
級
者
向
け
と

し
て
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」（
乗
馬
・

マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー
ド
・
ニ
ジ
マ
ス

つ
か
み
ど
り
ほ
か=

小
学
１
年
生

か
ら
小
学
６
年
生
）、「
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」（
富
士
山
登
山=

小

学
５
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
）
を
行
い
、
大
自
然
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
経

験
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
、
自
然
や
仲
間
と
と

も
に
協
力
す
る
中
で
、
協
調

性
や
自
律
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
て
、「
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」（=

４
歳
児
（
年
中
）

か
ら
小
学
２
年
生
）、「
シ
ー

サ
イ
ド
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

（=

小
学
１
年
生
か
ら
小
学

６
年
生
）
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
齢
な
ど
に
合
わ
せ
た
、

磯
遊
び
・
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
・

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
で
海
の
生
き

物
や
海
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
も

考
え
る
時
を
も
っ
た
。
ま
た
、サ
ッ

カ
ー
合
宿
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

合
宿
も
行
わ
れ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
向
上
を
目
指
し
、
生
活
を
共
に

す
る
中
で
チ
ー
ム
の
仲
間
と
の
交

流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
今
後
も

キ
ャ
ン
プ
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち

が
自
然
の
中
で
の
体
験
や
仲
間
と

と
も
に
過
ご
す
中
で
一
人
ひ
と
り

の
心
身
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
い
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

キ
ャ
ン
プ
中
は
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
が
取
り
組
む

「
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ  

Ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
マ
イ
ボ
ト
ル
を
推

奨
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
消
費
を
削
減
し
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
７
月
18

日
か
ら
横
浜
市
が
姉
妹
都
市
で
あ

る
オ
デ
ー
サ
市
で
国
外
へ
の
避
難

が
難
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
12
人
（
小
学
生
か
ら
高
校
生
）

と
引
率
２
人
を
一
時
避
難
と
し
て

受
け
入
れ
た
。
こ
の
支
援
は
横
浜

市
、
横
浜
市
柔
道
協
会
、
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
横
浜
セ
ン

タ
ー
、
日
本
財
団
、
公
益

財
団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

な
ど
が
協
力
し
８
月
下
旬

ま
で
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
日
中

活
動
の
支
援
と
全
体
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ

た
。
８
月
１
日
か
ら
３

日
に
行
わ
れ
た
富
士
山
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー
ド
や
バ

タ
ー
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

で
は
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子

ど
も
た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
を

披
露
し
た
。
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

研
修
棟
前
に
は
皆
で
ひ
ま
わ
り
（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
国
花
）
の
種
を
植
え
、

来
夏
花
が
咲
く
こ
と
を
楽
し
み
に

写
真
交
換
を
約
束
し
た
。

　

23
日
に
は
、
株
式
会
社
ノ
ジ
マ

の
支
援
に
よ
り
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

で
の
プ
ロ
野
球
観
戦
が
行
わ
れ
、
一

行
は
初
め
て
の
野
球
観
戦
を
楽
し

ん
だ
。
こ
の
ほ
か
、
英
語
学
校
が

入
国
後
の
待
機
中
に
毎
朝
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
ほ
か
、

湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
交
流
、

三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
な

ど
を
行
い
交
流
と
支
援
を
行
っ
た
。

ウクライナ オデーサ市の
少年少女12人を受け入れ ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

好きなことに
　　　熱中してみよう。 　
好きなことに
　　　熱中してみよう。 　

　　（Honesty　誠実さ）　　（Honesty　誠実さ）

 す

 ねっちゅう

宝
く
じ
協
会
か
ら

テ
ン
ト
４
張
寄
贈

　

一
般
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協

会
が
行
っ
て
い
る
公
益
法
人
等
の

公
益
増
進
に
寄
与
す
る
事
業
へ
の

助
成
に
よ
り
、
青
少
年
健
全
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
震
災
時
支
援
の
た

め
の
集
会
用
と
宿
泊
用
の
テ
ン
ト

４
張
が
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
寄
贈
さ

れ
た
。
テ
ン
ト
は
、
キ
ャ
ン
プ
や

運
動
会
、
バ
ザ
ー
な
ど
の
行
事
に

お
い
て
使
用
し
て
い
く
。

　

７
月
か
ら
８
月
に
は
、
今
夏

も
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ

ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
け

る
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
に
寄
贈
の
テ

ン
ト
を
設
営
し
用
い
ら
れ
た
。

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

適切に冷房を使いましょう

自然の中での体験通し仲間とともに
心身の成長育む夏キャンプ

Zero Waste（ゼロ・ウェイスト）マイボトル推奨
海や山と親しみ豊かさ守る心を育む

　1945年 5 月29日は、横浜市民にとって忘れられ
ない横浜大空襲の一日となりました。早朝から正
午にB-29爆撃機500機以上・P-51戦闘機100機以上が、
横浜市内中心部（山手・山下公園地区を除く）を
波状空襲し、死者 8 千人から 1 万人が亡くなりまし
た。この日は、「早引け」（早退）が認められました。
乗物すべてが不通となったため、歩いて国道 1 号を
戸塚・元町のブリヂストン工場前まで来た時、行
く手の横浜市街方向の空には、火災による入道雲
のような白い煙が立ち上がり、100人ほどの集団が
こちらに向ってきました。顔はすすけて真っ黒、焼
け焦げたぼろきれをまとい、ツエ代わりに棒とも木
切れとも思えないものを持ち、道路いっぱいでした。
ほとんどの人が裸足で、「水、水…」と言い、当時
15歳の私は一瞬、棒立ちになりましたが、脇のブ
リヂストン工場の池の方を指すと全員が池を目指
し駆け込んでいきました。
　1945年 8 月15日正午、終戦の詔勅を工場の前庭で、
ラジオから流れる天皇の放送（玉音放送）に聞き
入りました。放送そのものは10分で終わりましたが、
前後の解説などを含め 1 時間ほど、照りつける太陽
に汗をぬぐうことも忘れ、立っていたことを覚えて
います。終わって周りを見ても、皆うつむき、誰一
人として声をあげる者はいませんでした。翌日の新
聞には、大きく「…共同宣言を受諾し、万世のた
め太平を開かんとす…」と前日の放送全文と宮城・
二重橋前の砂利にひれ伏す無数の市民の姿が載り、
改めて「日本は敗けたんだぁ」と感慨新たなもの
がありました。

　（横浜とつかワイズメンズクラブ　加藤利榮）

体験を平和につなぐ vol.14
横浜大空襲と終戦

　少しずつ涼しい季節になります。
子どもがけがをしないようにと家
で遊ばせたい、などと考えてしま
うことはありませんか ?
　しかし、子どもにとって外遊び
は、さまざまな成長につながって
います。外遊びは室内遊びと違っ
て体の複数の部分を連携させて動
かす場面が多いので、脳の発達も
促進します。また、自然に触れる
ことで触覚や視覚、聴覚などを刺
激し、好奇心や想像力を膨らませ
ていきます。自然の中でどう遊ぼ
うか、遊具を使ってどう遊ぼうか
など考え自分で動き出すので、積

極性も高まります。外に出ること
で、周囲の大人や同年代の子ども
と接する機会も多くなるため、コ
ミュニケーション能力や社会性も
養われます。外遊びは室内遊びに
比べて、転んだり、何かにぶつかっ
たりしてけがをすることもありま
すが、その分危険を回避する力を
自分で身に付けたり失敗からさま
ざまなことを学んでいきます。
　涼しくなっていくこれからの時
期に、ぜひ親子で外遊びを楽しん
でみてはいかがでしょうか。

（YMCA たかつ保育園
　　　主任　野村佐季子）

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
事
業
委
員
会
で
は
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
今
を
よ
り
深
く
知
り
、

仲
間
を
見
つ
け
、
つ
な
が
り
、
よ
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
今
年
か
ら
新
た

に
「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
を
9

月
23
日（
金
・
休
）
午
前
9
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
湘
南
と
つ
か

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

に
て
開
催
す
る
。「
共
生
社
会
創
出
」
を

テ
ー
マ
に
、
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
交
流

や
学
び
の
機
会
と
す
る
。

　

内
容
は
、
①
見
た
い
！
知
り
た
い
！
聴

い
て
み
た
い
！
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ア
ン
ジ

ュ
の
パ
ン
の
裏
側
～
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
事

業
） ②
新
聞
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦 

③

み
ん
な
で
健
康
体
操
！ 

④
ワ
ク
ワ
ク
ト
ー

ク
タ
イ
ム
～
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
わ
た
し
た
ち
～ 

⑤
見
た
い
！
知
り
た
い
！
聴
い
て
み
た

い
！
（
国
際
・
国
内
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

紹
介
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
つ
い
て
）。

　

参
加
費 

無
料
。
申
し
込
み
は
9
月
19

日（
月
）ま
で
。
詳
し
く
は
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

横浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
タ

9
月
23
日（
金・休
）開
催

※�戦争体験をお伝えいただける方は編集部（本部事務局
広報）へご連絡くださるようお願いいたします。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
８
月
に
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、

８
月
15
日
か
ら
17
日
に
広
島
を
訪
れ
、

平
和
と
は
何
か
に
つ
い
て
直
接
の
体
験
を

通
し
平
和
を
感
じ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
感
じ
た
こ
と
を
共
有
し
合
い
、
平
和
に

つ
い
て
学
ぼ
う
と
「
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
～

ひ
ろ
し
ま
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
２
０
２
２
」

を
行
っ
た
。

　

広
島
で
は
、
原
爆
投
下
の
爆
心
地
に
最

も
近
い
学
校
で
あ
っ
た
本
川
小
学
校
平
和

資
料
館
や
広
島
平
和
記
念
資
料
館
な
ど
を

見
学
し
た
ほ
か
、
平
和
記
念
公
園
や
原
爆

ド
ー
ム
な
ど
を
訪
れ
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
日
々
の
振
り
返
り
の
報
告
に

て
、
平
和
と
は
何
か
の
問
に
「
普
通
の
あ

り
が
た
さ
が
分
か
っ
た
」「
人
の
差
別
や

戦
争
を
し
な
い
こ
と
」
な
ど
と
語
っ
た
。

今
後
は
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
各
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
報
告
会
な
ど
を
行
い
、
自
分

た
ち
が
学
ん
だ
「
平
和
」
に
つ
い
て
伝
え

て
い
く
。

横浜
広
島
で
平
和
学
ん
だ

ピ
ー
ス
キ
ャン
プ

▲�富士登山や乗馬・シーカヤックなど仲間と楽しんだ

▲�はじめてのプロ野球観戦を楽しんだ
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第
29
回
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
横
浜
（
同
組
織
委
員
会
主

催
・
神
奈
川
県
共
催
・
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
事
務
局
）
が
、
８
月
５
日
か

ら
７
日
に
会
場
（
か
な
が
わ
県
民

セ
ン
タ
ー
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
て
「
文
化
～

く
り
か
え
さ
れ
る
も
の
う
ま
れ
る

も
の
～
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

５
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、

佐
竹
博
組
織
委
員
長
（
横
浜
Ｙ
Ｍ

　

今
年
は
「
キ
リ
ス
ト
の
平
和
と

は
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
満
山
リ

ベ
カ
牧
師
（
藤
沢
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

か
ら
「
毎
日
の
生
活
の
中
で
和
解

を
大
切
に
歩
み
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
平
和
を
追
い
求
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
自
分
自
身
の
こ
と
は

神
さ
ま
に
委
ね
、
回
り
の
人
に
目

を
向
け
て
、
自
分
か
ら
手
を
差
し

伸
べ
る
よ
う
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
世
界
で
苦
し
ん
で
い
る
人
に

関
心
を
も
ち
、
平
和
を
創
る
担
い

手
と
し
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　

当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場

で
参
加
し
た
約
60
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
に
お
い
て
平
和
を
創
る
行

動
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
う
時

と
な
っ
た
。

８
月
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、

地
域
の
教
会
と
連
携
し
て
平
和
の

た
め
の
合
同
祈
祷
会
を
行
っ
た
。

６
日
に
は
、
藤
沢
市
内
キ
リ
ス

ト
教
連
絡
会
主
催
（
事
務
局
藤
沢

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
「
２
０
２
２

年
度
平
和
の
た
め
の
合
同
祈
祷

会
」
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
藤
沢
教
会
会
場+

オ

ン
ラ
イ
ン
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
藤
沢
地
域
の
教
会
と
と
も
に

平
和
の
た
め
の
合
同
祈
祷
会

Ｃ
Ａ
総
主
事
）
が
「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
開
催
当
初
か
ら

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
文
化
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
今
回
も
感
染
症
、

社
会
、
宗
教
と
い
っ
た
文
化
に
も

着
目
し
て
い
ま
す
。
参
加
の
皆
さ

ま
も
文
化
創
造
の
一
員
と
し
て
ご
参

画
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
続
い
て
組
織

委
員
の
鈴
木
真
神
父
（
カ
ト
リ
ッ

ク
横
浜
教
区
）、
松
橋
秀
之
横
浜
い

の
ち
の
電
話
理
事
長
（
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議
員
）、
小
松
仲

史
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
東
日
本
区
湘
南
・
沖

縄
部
部
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
続
く
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
と
文
化
～
文
化
と
は
何

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
高
久
陽

介
氏
（
Ｊ
ａ
Ｎ
Ｐ+

）、
北
山

翔
子
氏
（
神
様
が
く
れ
た
Ｈ

Ｉ
Ｖ
著
者
）、
長
澤
勲
氏
（
第

１
回
同
事
務
局
長
）、
宮
崎

豊
久
氏
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
門

家
）、
岩
室
紳
也
氏
（
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
運
営
委
員
）
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
長
澤
氏
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
か
ら
文
化
が
生
ま
れ
、
時
代

や
人
に
よ
り
変
化
し
今
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
話
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
岩
田
健
太
郎
医
師

（
神
戸
大
学
感
染
症
内
科
）
に
よ

　

江
口
世
都
、
大
野
君
枝
、
太
田

顕
、
後
藤
日
向
（
敬
称
略
。
８

月
４
日
ま
で
に
入
金
い
た
だ
い

た
新
規
登
録
の
方
で
す
）。

維

持

会

員

宝
く
じ
協
会
か
ら

テ
ン
ト
４
張
寄
贈

　

一
般
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協

会
が
行
っ
て
い
る
公
益
法
人
等
の

公
益
増
進
に
寄
与
す
る
事
業
へ
の

助
成
に
よ
り
、
青
少
年
健
全
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
震
災
時
支
援
の
た

め
の
集
会
用
と
宿
泊
用
の
テ
ン
ト

４
張
が
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
寄
贈
さ

れ
た
。
テ
ン
ト
は
、
キ
ャ
ン
プ
や

運
動
会
、
バ
ザ
ー
な
ど
の
行
事
に

お
い
て
使
用
し
て
い
く
。

７
月
か
ら
８
月
に
は
、
今
夏

も
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ

ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
け

る
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
に
寄
贈
の
テ

ン
ト
を
設
営
し
用
い
ら
れ
た
。

る
「
感
染
症
と
ど
う
向
き
合
う
か
」、

神
父
や
僧
侶
な
ど
に
よ
る
「
文
化

と
し
て
の
宗
教
」、
水
谷
修
氏
（
水

谷
青
少
年
問
題
研
究
所
所
長
）
の

「
壊
さ
れ
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
」
の

講
演
が
あ
っ
た
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
は
「
今
だ
か
ら
こ
そ
知
ろ
う
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」、「
知
ろ
う
・

話
そ
う
・
性
の
モ
ヤ
モ
ヤ
セ
イ
シ

ル
が
取
り
組
む
活
動
」（
横
浜
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
運

営
受
託
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）、「
タ
イ

に
お
け
る
性
教
育
～
子
ど
も
の
権

利
の
視
点
か
ら
」（
国
際
・
地
域

事
業
）
な
ど
が
行
わ
れ
差
別
や
偏

見
に
つ
い
て
共
に
考
え
た
。
22
講

座
と
３
団
体
の
活
動
紹
介
に
は
３

日
間
で
述
べ
約
３
千
人
が
視
聴
し

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
文
化
に
つ
い

て
考
え
た
。

FLASH NEWS

　金沢八景ワイズメンズクラブでは、毎年
7 月の時期に金沢区ミニバスケットボール
の大会を主催しています。毎回男子、女子
の部と多くの金沢区のチームに参加してい
ただいています。
　 7 月 3 日に15回目の大会が開催され、金
沢区スポーツセンターに熱戦が繰広げられ
ました。コロナ禍にあり、子どもたちの貴
重な成長の場を提供することが出来ずにい
ました。私たちのクラブと同様に耐え待ち
望んでいただいた大会を実施することができ、
子どもたちや保護者の方、指導される方の
一生懸命な姿に久しぶりの達成感を得るこ
とができました。私たちはこれからも青少
年の健全育成を応援していきます。

（金沢八景ワイズメンズクラブ会長　山田一男）

ミニバスケットボール大会
金沢八景ワイズメンズクラブ

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　
「
余
は
屋
根
下
に
壓
伏
さ
れ
て

正
に﹃
絶
命
！
﹄と
観
念
せ
し
が

屋
根
の
棟
が
割
れ
、一
尺
ほ
ど
の

間
隙
を
生
ぜ
し
た
め
苦
心
惨
憺

遂
に
脱
出
、幸
ひ
に
生
命
を
拾
ひ

得
た
り
。」横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
森
和

平
主
事
が
残
し
た
日
記
の
書
き

出
し
で
あ
る
。「
之
は
私
の﹃
震
災

メ
モ
日
記
﹄で
す
。最
初
は
本
の
焼

端
で
腕
や
紙
片
の
上
に
、次
は
鉛

筆
で
半
紙
や
手
帳
の
上
に
、最
後

に
大
阪
に
行
っ
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
高

坂
友
一
と
云
ふ
方
か
ら
雑
記
帳
を

貰
っ
て
そ
れ
に
書
き
つ
け
た
も
の
」

を
１
９
３
３
年（
震
災
10
年
）に

活
字
化（
２
０
０
３
年=

震
災
80

年
に
再
編
集
）し
た
も
の
で
あ
る
。

　

発
災
直
後
の
近
隣
住
民
や
、Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
関
係
者
の
救
護
、す
ぐ
に

関
西
へ
赴
き
救
援
依
頼
、戻
り

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ「
震
災
救
護
事

業
」に
従
事
、更
に
は
同
盟

や
近
隣
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の

協
働
や
調
整
の

労
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る

４
カ
月
間
の
記
録
で
あ
る
。「
青

年
會
館
の
一
階
二
階
三
階
木
質
部

分
全
部
焼
け
。四
階
残
る
」な
ど

の
記
録
に
加
え
、「
横
浜
倉
庫
よ

り
精
米
を
担
ぎ
出
す
人
の
群
れ
」

「
税
関
よ
り
盗
み
出
す
あ
ら
ゆ
る

雑
貨
品
」な
ど
人
び
と
の
様
子
が

生
々
し
く
次
々
に
短
文
で
綴
ら

れ
る
中
に
、「
上
野
町
山
下
通（
麥

田
よ
り
妙
香
寺
台
に
上
る
道
の

入
り
口
）に
あ
る
小
さ
い
泉
。心
細

い
程
の
水
の
出
方
。バ
ケ
ツ
一
杯

満
た
す
に

十
分
間
。汲
ま
ん
と
す

る
人
の
群
、鮮
人
放
火（
噂

起
こ
る
人
心
恟
々
）[

此
後
何

百
人
の
鮮
人
が
邦
人
の
た
め
に

惨
殺
さ
れ
た
。全
く
の
誤
解
か
ら

で
眞
に
気
毒
で
あ
る]

全
市
猛
火

に
包
ま
る
。」と
の
事
実
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

　

デ
マ
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々

の
今
年
の
追
悼
会
は
9
月
３
日
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
共
催
に
名
を

連
ね
る
。99
年
前
と
は
情
報
伝
達

速
度
が
比
較
に
な
ら
な
い
現
代
。

情
報
源
を
正
し
く
選
別
す
る
だ

け
で
な
く
、最
後
は
人
と
し
て
の

判
断
が
求
め
ら
れ
る
。イ
エ
ス・キ

リ
ス
ト
の
生
き
方
に
倣
う
こ
と

を
使
命
と
す
る
私
た
ち
は
、デ
マ

を
妄
信
す
る
人
び
と
を
前
に
止

め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

い
つ
も
私
た
ち
は
歴
史
か
ら
問

わ
れ
て
い
る
。（
引
用
は
原
文
の
ま

ま
表
記
し
て
い
ま
す
）

99年前99年前

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
事
業
委
員
会
で
は
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
今
を
よ
り
深
く
知
り
、

仲
間
を
見
つ
け
、
つ
な
が
り
、
よ
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
今
年
か
ら
新
た

に
「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
を
9

月
23
日（
金
・
休
）
午
前
9
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
湘
南
と
つ
か

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

に
て
開
催
す
る
。「
共
生
社
会
創
出
」
を

テ
ー
マ
に
、
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
交
流

や
学
び
の
機
会
と
す
る
。

　

内
容
は
、
①
見
た
い
！
知
り
た
い
！
聴

い
て
み
た
い
！
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ア
ン
ジ

ュ
の
パ
ン
の
裏
側
～
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
事

業
）②
新
聞
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦
③

み
ん
な
で
健
康
体
操
！
④
ワ
ク
ワ
ク
ト
ー

ク
タ
イ
ム
～
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
わ
た
し
た
ち
～

⑤
見
た
い
！
知
り
た
い
！
聴
い
て
み
た

い
！
（
国
際
・
国
内
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

紹
介
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
つ
い
て
）。

　

参
加
費
無
料
。
申
し
込
み
は
9
月
19

日（
月
）ま
で
。
詳
し
く
は
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

横浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
タ

9
月
23
日（
金・休
）開
催

横浜市東本郷地域ケアプラザなどの合同事業
「ちょいボラサポーターズCLUB」では、世

界の平和を願い、「折り鶴プロジェクト」に取り
組んだ。地域から寄せられた折り鶴は、7月21日
から8月22日までJR鴨居駅に展示された。「ちょ
いボラサポーターズCLUB」は、緑区・港北区・
神奈川区内の4つの地域ケアプラザで行う中学生
ボランティア活動支援事業で、この取り組みはタ
ウンニュースに紹介された。

世界YMCA大会は7月にデンマーク・オーフス
の会場とオンラインのハイブリッドで開催

された。「iGnite（点火・喚起の意）」をテーマに
ガバナンスに関する協議や基調講演などが行われ
た。横浜YMCAからは、岡戸良子氏（1面ご参照・
現地参加）、（以下、オンライン参加）鈴木茂氏（常
議員）、齋藤百合子氏（常議員・国際事業委員会
委員長）、ティースマイヤ・リン氏（国際事業委員）、
佐竹博横浜YMCA総主事、益聡スタッフ・笠間礼
美スタッフの7人が参加した。（1面関連記事）

第29回 AIDS 文化フォーラム in 横浜
　文化～くりかえされるものうまれるもの～

ハイブリッドで 3 千人が視聴
差別や偏見を共に考えた

▲ 「文化」について共に考えたオープニング

▲ 藤沢 YMCAが事務局を担った「平和の
ための合同祈祷会」
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I N F O R M A T I O N

● 新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく
場合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー　
日　時　 9 月16日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ  � The Power of focus� - a true story 
　　　　from Poland 
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉YMCA　☎0467(24)7859
■ 横浜YMCA英語学校 オンラインプライベ

ートレッスン
ご希望に合わせた内容で講師とレッスンを作
り上げることができ、担任制オンラインレッ
スンが英語学習を徹底的にサポートします。
申込み　https://bit.ly/3A24dKy
問合せ　横浜YMCA英語学校　☎045(641)5492

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会　
日　時　 9 月 8 日（木）

　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　湘南とつかYMCA 4 階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつかYMCA　☎045(864)4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■第18回異業種交流会/学習会
日　時　 9 月 9 日（金）午後 6 時～ 7 時30分
会　場　オンライン（Zoom）
内　容　交流会・学習会・チャリティーオークション
主　催　横浜YMCA賛助会幹事会
問合せ　横浜YMCA賛助会事務局
　　　　☎045(662)3721
■横浜YMCAカレッジグループ パラスポーツ
フェスティバル　スポーツ×福祉×国際交流
プロパラスポーツ選手に教わることもできます。
日　時　 9 月10日（土）午前 9 時30分～
対　象　中学生～高校生・日本語学校の留学生
会　場　湘南とつかYMCA
詳細・お申込みはQRコードまたは、
https://bit.ly/3JXRnS4をご覧ください。

■SDGsジュニアリーダー養成キャンプ
日　時　10月 8 日（土）～10日（月）
対　象　中学生～高校生
会　場　三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ
内　容　 「海」というフィールドにて、体験を

通してSDGsの本質について考えます。
参加費　24,000円
詳細・お申込みはQRコードまたは、
https://bit.ly/3bWXFoN をご覧ください。

子育て支援
■プレママDay
日　時　 9 月 6 日（火）・10月 4 日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第 1 子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　☎045(780)3205
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 9 月14日（水） 午前10時15分～11時

15分・29日（木）午後 2 時~ 3 時
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　横浜子育てサポートシステムに入会
　　　　を考えている方

問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支
部事務局　☎045(663)0676

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校
日　時　 9 月10日（土）・24日（土）
　　　　午後 1 時～ 3 時
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　☎045(661)0080
詳細は https://bit.ly/3tAXhBP
またはQRコードをご覧ください。
■YMCA健康福祉専門学校
日　時　 9 月 3 日（土）・24日（土）午前 9 時
　　　　30分～11時30分/午後 2 時～ 4 時
内　容　オープンキャンパス
申込み　☎046(223)1441
詳細は　 https://bit.ly/3OaLjr1
またはQRコードをご覧ください。
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時　 9 月 4 日（日）・25日（日）
　　　　午前10時～正午
内　容　学校・入試説明会
申込み　☎045(864)4990
詳細は https://bit.ly/3k50tkH 
またはQRコードをご覧ください。

第25回横浜 YMCA
インターナショナル・チャリティーラン
　横浜 YMCA インターナショナル・チャリ
ティーランは、障がいのある方への理解を
深め、障がいのある子どもたちがキャンプ
などに参加する機会を提供しようという大
会趣旨のもと実施しています。これまで 1
万人を超える障がい児・者支援プログラム
のために支援金を用いることができました。今年は、オンライン大会
とリアル大会にて開催いたします。ぜひご参加ください。
■オンライン大会（15日間の歩数を集計して参加）
期　間：10月17日（月）～31日（月）15日間
■リアル大会（特設会場にてチームレース）
日　程：10月15日（土）　会　場：臨港パーク
詳細は https://bit.ly/3QNlz4x　または QR コードをご覧ください。

ウクライナからのユースの
就労支援がユースエンパワメントに

　横浜YMCAではウクライナからの
ユース、アリナ・ホドスさん（左）とポ
プロジュク・カテリーナさんの就労
支援を行っています。アリナさんは
オンラインで大学の授業に参加し、
横浜YMCAの専門学校にて日本語を
学んでいます。カテリーナさん（右）
は、大学を卒業しメディア制作の仕
事に慣れてきた矢先の来日となりました。今後はアリナさんとともに日
本語を学ぶ予定です。二人はウクライナ人の相談にウクライナ語で対応
し安心感を与えています。またウクライナの文化の紹介や交流、行事の
運営サポートなど横浜YMCAの支援活動の一助となりユースエンパワ
メントにつながっています。二人の働く様子はTVKにて紹介されました。

Zero Waste キャンペーン
　SDGs の目標達成に向けて、8 月はマイボト
ルキャンペーンを実施しました。キャンプな
どでマイボトルを活用
し、ペットボトルの消
費削減に取り組みまし
た。9 月以降もテーマ
を決めて取り組みます。

安心して施設をご利用いただくため、
日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の
感染予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

本
当
の
自
分
に
出
会
え
る

キ
ャ
ン
プ
の
実
践
に
取
り
組
む

荒
木
　
創
太
郎

鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員

　

私
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
マ
ナ
保
育
園
に
入
園
し

て
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
る
今
ま
で
、

20
年
程
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
鎌
倉
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
て
学
童
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ
ン
プ
の
リ

ー
ダ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
学
び
と

体
験
の
中
か
ら
キ
ャ
ン
プ
を
中
心
に
振
り

返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
キ
ャ
ン
プ
で
の

楽
し
い
思
い
出
や
刺
激
的
な
経
験
に
感
動

し
た
記
憶
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
時
代
に
参
加
し
た
時
の
記
憶
や
ユ

ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し
た
時
の
記

憶
も
で
す
。
こ
の
思
い
出
が
残
っ
て
い
る

こ
と
は
心
か
ら
感
動
し
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
ら
し
く
表
現
す
る
と
、

持
っ
て
き
た
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
し
ま
っ
て

い
る
本
当
の
自
分
が
感
動
し
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
来
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
、
本
当
の
自
分
を
見
せ
づ
ら
い
子
ど
も

も
い
る
と
思
い
ま
す
。リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
、

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と
初
め
て
会
う

と
、
静
か
な
子
だ
な
、
キ
ャ
ン
プ
嫌
い
な

の
か
な
と
、
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
、
も
し
か
し
た
ら
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に

い
る
本
当
の
そ
の
子
は
、
違
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
？
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
私

自
身
そ

う
で
あ

っ
た
よ

う
に
、

思
い
出

や
感
動

が
記
憶

に
残
っ

て
い
る

こ
と
は
、
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
い
る
本
当
の

そ
の
子
に
触
れ
た
と
き
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、
よ

り
多
く
子
ど
も
た
ち
と
話
を
し
、
一
緒
に
た

く
さ
ん
遊
び
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す

る
こ
と
で
、
本
当
の
そ
の
子
を
理
解
し
、

感
動
し
て
も
ら
う
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
リ
ー
ダ
ー
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
私
の
中
に
キ
ャ
ン
プ
の
記
憶
が

鮮
明
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

も
本
当
の
私
を
理
解
し
て
く
れ
て
一
緒
に

キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
、
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ネ
ッ
ト
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
対
話
を

し
な
が
ら
、
互
い
を
認
め
合
い
、
高
め
合

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
、
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
運
営
委
員
に
推
薦
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
運
営
委
員
と
し
て
、
鎌

倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
、
今
後
も
よ
り
互

い
の
個
性
を
認
め
合
い
、
高
め
合

う
こ
と
の
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な

場
所
と
な
る
よ
う
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼デスクペン　会員事業委員会が中心となり準備を進めてきた「横浜 YMCA フェスタ」が 9 月23日（金・休）にハイブリッドで開催されます。皆さまぜひご参加ください。（直）
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▲ オンライン開催の全国ユースリー
ダー研修会に参加（後列左から
2人目）


